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視点３　奄美群島への移動と群島内での移動

奄美群島内外と島間の移動

奄美群島への航空路線は、 鹿児島空港から５島にアクセス可能となっています。 奄美

空港は、 羽田空港、 成田空港、 伊丹空港、 関西空港、 福岡空港、 那覇空港といった国

内の主要空港との直行便が運行されています。

フェリーについては、 鹿児島港を拠点として喜界島以外を経由して沖縄に向かう航路

と、 与論島以外を経由する航路の２路線が運行されています。 屋久島とのフェリー航路

については、 ２〜３本／月、 不定期に運行されています。

奄美群島への航空路線とフェリー航路図

・ 奄美群島内の他の島との連携が必要

・ 交通の利便性も含めて沖縄の存在は大きい

・ 他の島に行ってみたくても、 移動し
づらかったり、 自分で調べづらいの
で情報発信が必要

喜界空港喜界空港喜界空港

湾港湾港湾港

奄美空港奄美空港奄美空港

名瀬港名瀬港名瀬港

古仁屋港古仁屋港古仁屋港

徳之島空港徳之島空港徳之島空港

平土野港平土野港平土野港

亀徳港亀徳港亀徳港

沖永良部空港沖永良部空港沖永良部空港
和泊港和泊港和泊港

知名港知名港知名港

与論空港与論空港与論空港

与論港与論港与論港

鹿児島

沖縄

福岡 関西 関東

　　凡例

航空路線

フェリー航路

策定委員会・分科会等でいただいた主なご意見
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資料 ： 奄美群島観光の動向

奄美群島への入域 ・ 入込の状況は、 コロ禍前は鹿児島と関東からの入域客数が多

くありましたが、 コロ禍以後は関東からの利用者が減っています。

また、 鹿児島からのアクセスと比較すると、 奄美大島から各島への移動は少なく、 奄

美大島よりも鹿児島が奄美群島の交通拠点となっています。

コロ禍前後の入域 ・ 入込状況 （海路 ・ 空路）

平成 ӽӺ （ӼӺӻԂ） 年　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

令和４ （ӼӺӼӼ） 年

Ԃӽ,ӾӿԀԂӽ,ӾӿԀ

ԁӼ,ԀӽԁԁӼ,Ԁӽԁ

ӻԂ,ӽӼӺӻԂ,ӽӼӺ

ӻԁӽ,ӼԀԀӻԁӽ,ӼԀԀ

ԀԀ,ԂӾԂԀԀ,ԂӾԂ

ӽ,ӿӼԁӽ,ӿӼԁ
Ԃ,ԃӿӺԂ,ԃӿӺ

ӼӺ,ԂԁӼӼӺ,ԂԁӼ
ӼӼӾӼӼӾ

ӺӺ

ӽӼ,ӿԃӻӽӼ,ӿԃӻ

ӻӾ,ԃԁԃӻӾ,ԃԁԃ

ӻӾ,ӾԃӼӻӾ,ӾԃӼ

ӼӾ,ԃӻԂӼӾ,ԃӻԂ

ӼӼ,ԁӻӼӼӼ,ԁӻӼ

Ӽӿ,ԃӺӺӼӿ,ԃӺӺ

ӽ,ӻӿԂӽ,ӻӿԂ

ԁ,ԁӼӺԁ,ԁӼӺ

ӽ,ԃӿӺӽ,ԃӿӺ

Ӽ,ԃԁӻӼ,ԃԁӻӻ,ӻԁԃӻ,ӻԁԃ ӾӾӾӾ
ӽ,ӻӿӼӽ,ӻӿӼ

ӽ,ӽӼԂӽ,ӽӼԂ

ӻӼ,ӺԁӻӻӼ,Ӻԁӻ

Ӽӽ,ӺӺԂӼӽ,ӺӺԂ

ӻ,ӻӿԁӻ,ӻӿԁ
ӻӻ,ӻӽӺӻӻ,ӻӽӺ

ӻӾӾӻӾӾ

Ӽԁ,ԂԃԂӼԁ,ԂԃԂ

ӻԀӿӻԀӿ

ӽԁӽԁ

沖縄

福岡 関西 関東鹿児島

　　凡例

ӻӺ 万人以上

ӻ 万人以上～ӻӺ 万人未満

千人以上～ӻ 万人未満

千人未満

ӻӺӽ,ӻӽӿ

ӻӾ,ӻӽԀ

Ԃ,ӾԂӻ

Ԁ,ӼԀԁ
Ӽ,ӺӼӻ
ԁ,ӾԀӿ

Ԁ,Ԃӽӽ ӻӽԁӼӺ,ӽӾԁ

ӻӻ,ӾӽԀ

ӽԀԁӽԀ

Ӽ,Ӽ,ӻӻӽ

ӼӺӾ

ԃӽ

ӼӾӻ

ӿ,ԂӼӼ

ԁ,ԂӺӺ

ӼԂӻӻӻ

ӾӼԃ

ӽԂӽ

ӽӽ,ӾӼӽ

ӻԃ,ӾӼԃ

ӻԁ,ӼԂӼ

Ԃӻ,ӻӿӻ

Ӿӽ,ԃӿӽ

Ӽԁ,ԁԂԃ

ӿ,ӽԁԁ

ӼӺӾ,ӾӺԀ

Ӽӻ,ԂԀӺ

Ԃӽ,ԃԂԀ

ӻӻӻӻ

ӽԀӽԀ

ӾԀԀӿԀԀԀӾԀӿԀԀӿ

Ԃӻӻ

ӻԁ ӼԂӼӻԁ ӼԂӼ

ӼӻӼӻ
ԀӿӿԀӿ

ӻӻӻ

,ԃ,ԃ

ӿӿӿӿӿӿӿӿ

ӾӼӾӼ

,ԁ,ԁ

,ӾӼ,ӾӼ

ӽԂӽԂ

ӿӿ

,ԂӽԂӽԀԀ

ӺӺ

ԂԀԀԁ
Ԃ,Ԃ

ӽӽ
ԀԀ

ӼӼӼ

ӾӻӻӾӾ

ӽӽ

ӻӻ

ӻӾӻ

ԀԀԀԀ,,,Ԁ,ԀԀ

ӽԁӽԁ

ӻӻ

Ӽ,Ӽ
ԁԁ

ӽӽ

ӼӼ

ӾӼӾӼ

ӻ,ӻӻ,ӻ

Ӿ,ӾӺӾ,Ӿ

,Ԃ,Ԃ

Ԃӽ,ԃԂԀԂӽ,ԃԂ

Ӻӽ,ӻӽӿӺӽ,ӻӽӿӻӻӺӺ

ӼӼ

Ӿ

ӿӿ

ӻ,Ӿӻ,Ӿ

ӿӿӿӿӿӿ

ӾӽԀӾӽԀ

ӼӼ

ӿӿӿӿӿӿӿӿӿӿӿӿ

ӾӾӾӾ

ӺӺӼӺӼ

ԀԀԀԀ

ӺӺ

沖縄

福岡 関西 関東鹿児島

　　凡例

ӻӺ 万人以上

ӻ 万人以上～ӻӺ 万人未満

千人以上～ӻ 万人未満

千人未満
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空路

航空路線については、 コロ禍により特に鹿児島空港〜奄美空港間の夏期 （Ԃ 月）、

那覇空港〜与論空港間の冬季 （Ӽ 月） の運行本数が大きく減少しています。

平成 ӽӺ （ӼӺӻԂ） 年には奄美空港から沖永良部空港への直行便が廃止され、 徳之島

空港経由で移動しなければならなくなりました。 また、 令和４ （ӼӺӼӼ） 年度の夏季には

伊丹空港から徳之島空港への路線が設定されています。

コロ禍前後の航空路線の運行数 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                　（便）

路線
HӽӺ RӾ

Ӽ 月 Ԃ 月 Ӽ 月 Ԃ 月

奄
美
群
島
外
ヅ
奄
美
群
島

羽田〜奄美大島 Ӽ Ӽ Ӽ Ӽ 

成田〜奄美大島 Ӽ Ӽ Ӽ Ӽ 

伊丹〜奄美大島 Ӽ Ӿ Ӽ Ӿ 

関空〜奄美大島 Ӽ Ӽ Ӽ Ӽ 

伊丹〜徳之島 Ӻ Ӻ Ӻ Ӽ 

福岡〜奄美大島 Ӽ Ӽ Ӽ Ӽ 

鹿児島〜喜界島 Ӿ Ӿ Ӿ Ӿ 

鹿児島〜奄美大島 ӻԂ ӼԀ ӼӺ ӼӺ 

鹿児島〜徳之島 ӻӼ ӻӼ ӻӺ ӻӼ 

鹿児島〜沖永良部 Ԁ Ԃ Ԁ Ԃ 

鹿児島〜与論 Ӿ Ӿ Ӽ Ӽ 

那覇〜奄美大島 Ӽ Ӽ Ӽ ӽ 

那覇〜与論 ӻӺ Ӿ Ӽ ӿ 

那覇〜沖永良部 Ӻ Ӽ Ӽ Ӽ 

奄
美
群
島
内

奄美大島〜喜界島 Ԁ Ԁ Ԁ Ӿ 

奄美大島〜徳之島 Ӿ Ӿ Ӿ Ӿ 

奄美大島〜沖永良部 Ӽ Ӻ Ӻ Ӻ 

奄美大島〜与論 Ӽ Ӽ Ӽ Ӽ 

沖永良部〜与論 Ӽ Ӻ Ӻ Ӻ 

沖永良部〜徳之島 Ӻ Ӽ Ӽ Ӽ 

資料 ： JTB 時刻表

・ 今までマーの良いお客様が来てくれていた
のは高い交通費というールがあるからだと
思う。 しかし、 航空運賃が高いままだと奄美大
島以外の島にお客様が来てくれないのではな
いか

・ 他の島に気軽に観光に行くための交通手段が
課題。 島民割引があっても家族で移動すると
金額が高くなる

・ 旅行会社が企画するツアーは奄美大島以外の
島にも行くが、 個人客は奄美大島をメインに
している人が多い。 航空運賃が問題だと思う。
屋久島や沖縄も一緒に訪れる人
も少ない

策定委員会・分科会等でいただいた主なご意見
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航空路線の利用状況は、 鹿児島空港〜奄美大島間の旅客数が最も多く、 次いで鹿児

島空港〜徳之島空港間となっています。 奄美群島内では、 奄美空港〜喜界空港は運行

本数も多く離島割引 ・ 準住民の運賃を利用している割合が高いことから、 島民の利用が

高い路線と見られます。

全体的にコロ禍により旅客数は減少しましたが、 令和４ （ӼӺӼӼ） 年度には多くが回

復傾向にあります。

コロ禍前後の航空路線ごとの運賃別の割合の推移と旅客数

路線

HӽӺ 年度 Rӻ 年度 RӼ 年度 Rӽ 年度 RӾ 年度

運賃別構成比 運賃別構成比 運賃別構成比 運賃別構成比 運賃別構成比

旅客数

（人）
離島割

引 ・ 準

住民

その他

離島割

引 ・ 準

住民

その他

離島割

引 ・ 準

住民

その他

離島割

引 ・ 準

住民

その他

離島割

引 ・ 準

住民

その他

鹿
児
島
ヅ
奄
美
群
島

鹿児島〜

奄美大島
ӽԁ.Ӻ% Ԁӽ.Ӻ% ӽԂ.Ԃ% Ԁӻ.Ӽ% Ӽӿ.ӿ% ԁӾ.ӿ% Ӽӿ.ӽ% ԁӾ.ԁ% ӼӾ.ԃ% ԁӿ.ӻ% ӻԁӾ,ӽӻӼ

鹿児島〜

喜界島
Ӿӽ.Ӿ% ӿԀ.Ԁ% Ӿӿ.ӿ% ӿӾ.ӿ% Ӿӿ.ӻ% ӿӾ.ԃ% Ӿӽ.Ԁ% ӿԀ.Ӿ% Ӿӻ.Ӿ% ӿԂ.Ԁ% ӽԁ,ԀӼԁ

鹿児島〜

徳之島
Ӿӻ.Ԁ% ӿԂ.Ӿ% ӾӼ.Ӿ% ӿԁ.Ԁ% ӽԃ.Ԃ% ԀӺ.Ӽ% ӾӺ.Ӿ% ӿԃ.Ԁ% ӽ.Ԃ% ԀӺ.Ӽ% ӻӽӼ,ԁԀԂ

鹿児島〜

沖永良部
ӽԃ.Ӿ% ԀӺ.Ԁ% Ӿӻ.Ӽ% ӿԂ.Ԃ% ӽԁ.ӽ% ԀӼ.ԁ% ӽԁ.ӻ% ԀӼ.ԃ% ӽԂ.ԃ% Ԁӻ.ӻ% Ԁӿ,ӿԃӼ

鹿児島〜

与論
ӼӼ.ӽ% ԁԁ.ԁ% Ӽӽ.ӿ% ԁԀ.ӿ% ӼӾ.Ӽ% ԁӿ.Ԃ% ӼӼ.Ԃ% ԁԁ.Ӽ% Ӽӿ.Ԃ% ԁӾ.Ӽ% ӼԀ,ԂӺԃ

奄
美
群
島
内

奄美大島

〜喜界島
ӿӽ.ӿ% ӾԀ.ӿ% ӿӿ.ӻ% ӾӾ.ԃ% ӿԃ.Ԃ% ӾӺ.Ӽ% ӿԂ.Ԃ% Ӿӻ.Ӽ% ӿԃ.Ӻ% Ӿӻ.Ӻ% ӽӿ,ԁӼӼ

奄美大島

〜徳之島
ӾԀ.Ԃ% ӿӽ.Ӽ% ӾԀ.Ԃ% ӿӽ.Ӽ% Ӿӿ.Ԁ% ӿӾ.Ӿ% ӾӾ.Ӽ% ӿӿ.Ԃ% Ӿԁ.ԁ% ӿӼ.ӽ% ӽԁ,ԃӺӾ

徳之島〜

沖永良部
ԃ.ӽ% ԃӺ.ԁ% ӻӼ.ԃ% Ԃԁ.ӻ% ӻӻ.ӻ% ԂԂ.ԃ% ӻӺ.ԁ% Ԃԃ.ӽ% ӻӽ.ӽ% ԂԀ.ԁ% ӻӾ,Ӽԁӽ

奄美大島

〜与論
Ӿԁ.Ԁ% ӿӼ.Ӿ% ӿӺ.Ԁ% Ӿԃ.Ӿ% ӽԃ.Ӽ% ԀӺ.Ԃ% ӽԃ.Ԃ% ԀӺ.Ӽ% Ӿӻ.ӿ% ԀӺ.ԃ% ԃ,ԀӺӿ

那
覇
ヅ
奄
美
群
島

奄美大島

〜那覇
ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ӻӺ,ԂԀӻ

那覇〜

沖永良部
ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ӻԃ,ӻӿӻ

那覇〜

与論
ー ー ー ー ー ー ー ー ー ー ӽԁ,ӽԃԂ

資料 ： 鹿児島県 ・ 航空輸送統計
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海路

鹿児島からのフェリーの旅客数は、 奄美大島が最も多く、 次いで徳之島、 喜界島となっ

ています。 群島住民割引を利用した割合は鹿児島〜奄美大島が最も多くなっています。

奄美群島内の利用状況を見ると、 奄美大島〜徳之島間が最も多く、 次いで奄美大島

〜喜界島間となっています。

鹿児島〜与論島間では、 群島住民割引の利用者の割合が低いことから、 他の路線に

比べて島外の利用者の割合が高く、 観光需要が高いと考えられます。

コロ禍前後の港間ごとの旅客数の推移　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

路線

HӽӺ 年度 Rӻ 年度 RӼ 年度 Rӽ 年度 RӾ 年度

運賃別構成比 運賃別構成比 運賃別構成比 運賃別構成比 運賃別構成比

旅客数

（人）
群島住

民割引

群島間

割引 

・ その

他

群島住

民割引

群島間

割引 

・ その

他

群島住

民割引

群島間

割引 

・ その

他

群島住

民割引

群島間

割引 

・ その

他

群島住

民割引

群島間

割引 

・ その

他

鹿
児
島
ヅ
奄
美
群
島

鹿児島〜奄美大島 ԀӺ.ԃ% ӽԃ.ӻ% ԀӺ.ӻ% ӽԃ.ԃ% ӿԁ.Ӽ% ӾӼ.Ԃ% ԀӾ.ԃ% ӽӿ.ӻ% Ԁԁ.ԁ% ӽӼ.ӽ% ӿӻ,ԃӿӻ 

鹿児島〜喜界島 ӿӾ.ӿ% Ӿӿ.ӿ% ӿԁ.Ԁ% ӾӼ.Ӿ% ӿӼ.Ӿ% Ӿԁ.Ԁ% ӿԁ.ӽ% ӾӼ.ԁ% ӿԀ.Ԃ% Ӿӽ.Ӽ% ԃ,ӼԀӽ 

鹿児島〜徳之島 ӿӽ.ԁ% ӾԀ.ӽ% ӿӾ.ӿ% Ӿӿ.ӿ% ӿӼ.ӿ% Ӿԁ.ӿ% ӿԁ.Ӿ% ӾӼ.Ԁ% ӿӾ.Ԁ% Ӿӿ.Ӿ% ӻӽ,ԁӻӻ 

鹿児島〜沖永良部島 Ӿӽ.ԁ% ӿԀ.ӽ% ӾԂ.ӽ% ӿӻ.ԁ% ӾԂ.ԁ% ӿӻ.ӽ% ӿӼ.ӽ% Ӿԁ.ԁ% ӿӺ.Ӻ% ӿӺ.Ӻ% ӿ,ӻӺӾ 

鹿児島〜与論島 ӽӼ.Ӿ% Ԁԁ.Ԁ% ӽӽ.Ԃ% ԀԀ.Ӽ% ӽԂ.ԁ% Ԁӻ.Ӿ% Ӿӻ.Ԁ% ӿԂ.Ӿ% ӽӼ.Ԃ% Ԁԁ.Ӽ% Ӽ,Ӻԃӽ 

奄
美
群
島
内

奄美大島〜喜界島 ԂԂ.ӻ% ӻӻ.ԃ% ԂԂ.ԃ% ӻӻ.ӻ% ԁԁ.Ӿ% ӼӼ.Ԁ% ԁԁ.Ӿ% ӼӼ.Ԁ% ԁӿ.Ӻ% Ӽӿ.Ӻ% ӻӼ,ԂԂӾ 

奄美大島〜徳之島 Ӿԁ.Ԁ% ӿӼ.Ӿ% ӿӺ.Ԃ% Ӿԃ.Ӽ% ӿӼ.Ӻ% ӾԂ.Ӻ% ӿӽ.Ӿ% ӾԀ.Ԁ% ӿӽ.Ӻ% Ӿԁ.Ӻ% ӼӺ,ӻӾӽ 

奄美大島〜沖永良部 ӾԀ.Ӽ% ӿӽ.Ԃ% ӾԂ.Ԃ% ӿӻ.Ӽ% ӾԂ.ԃ% ӿӻ.ӻ% ӾԀ.Ӽ% ӿӽ.Ԃ% ӾԂ.Ӿ% ӿӻ.Ԁ% Ԁ,ԁӼԁ 

奄美大島〜与論島 ӽӿ.ӻ% ԀӾ.ԃ% ӽԀ.ӻ% Ԁӽ.ԃ% ӽӾ.Ԁ% Ԁӿ.Ӿ% Ӽԃ.Ӿ% ԁӺ.Ԁ% ӽԃ.Ԃ% ԀӺ.Ӽ% ӻ,ԂӾӾ 

喜界島〜徳之島 Ӽԁ.Ӻ% ԁӽ.Ӻ% ӽԀ.ԃ% Ԁӽ.ӻ% Ӽԃ.Ӿ% ԁӺ.Ԁ% ӻӿ.Ӽ% ԂӾ.Ԃ% ӽԀ.ӿ% Ԁӽ.ӿ% ӽӾӺ 

喜界島〜沖永良部島 Ӿӿ.Ԁ% ӿӾ.Ӿ% Ӿӻ.ԃ% ӿԂ.ӻ% Ӿԁ.ӿ% ӿӼ.ӿ% ӾӺ.ӽ% ӿԃ.ԁ% ӽӾ.Ӿ% Ԁӿ.Ԁ% ԃӺ 

徳之島〜沖永良部島 ӿӽ.Ԁ% ӾԀ.Ӿ% ӿӿ.Ԃ% ӾӾ.Ӽ% ӿԁ.ԁ% ӾӼ.ӽ% ӿԁ.ӽ% ӾӼ.ԁ% Ԁӻ.ԃ% ӽԂ.ӻ% ԃ,ӽӺԁ 

徳之島〜与論島 ӾԀ.Ԃ% ӿӽ.Ӽ% ӿӾ.Ӻ% ӾԀ.Ӻ% Ԁӿ.Ԃ% ӽӾ.ӽ% Ԁԃ.ԃ% ӽӺ.ӻ% Ԁԁ.ӻ% ӽӼ.ԃ% Ӽ,ӽԃӾ 

沖永良部島〜与論島 ӿӺ.ӽ% Ӿԃ.ԁ% ӿӺ.Ӻ% ӿӺ.Ӻ% ӾԂ.Ԁ% ӿӻ.Ӿ% Ӿӿ.Ӽ% ӿӾ.Ԃ% ӿӼ.ӿ% Ӿԁ.ӿ% Ԁ,ԃӺԂ 

資料 ： 鹿児島県

・ 奄美群島を１つの地域として売っていくために
はフェリーが重要になるが、 フェリーの情報を
伝えることが難しい。 そういった情報を知って
もらうことが必要

・ フェリーは安価で時間はかかるが
海の生物を楽しめる乗り物でもあ
るので、 交通手段としてだけでは
なくアミューズメンとして考えて
は

策定委員会・分科会等でいただいた主なご意見
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島内の移動

観光客の主な交通手段となる各島内のタクシーとレンタカーについてコロ禍前後の

推移を見ると、 タクシーの車両数は徳之島では増加、 与論島は変化しておらず、 それ以

外の３つの島では減少しています。 タクシー運転手の高齢化も進んでいます。

レンタカーの事業者数については、 事業者数が奄美大島と与論島でコロ禍にもかか

わらず毎年増加しています。 ただし、 車両数はコロ禍の影響で減少しましたが、 コロ

。禍以後に回復できていません

コロ禍前後のタクシーの車両数とレンタカーの事業者数 ・ 車両数の推移

島 ・ 地域

タクシー レンタカー

車両数 （台） 事業者数 （者） 車両数 （台）

HӽӺ Rӻ RӼ Rӽ RӾ HӽӺ Rӻ RӼ Rӽ RӾ HӽӺ Rӻ RӼ Rӽ RӾ

奄美群島 ӽӺԃ Ӽԃӻ ӼԀӿ Ӽӿӽ ӼӿӼ ԂӾ ԃӺ ԃӾ ԃԀ ӻӺӺ ӻ,Ԁԃӽ Ӽ,ӻӿӼ Ӽ,ӻԃӾ ӻ,ӽӽԁ ӻ,ӾӾӾ

奄美大島 ӻԃԁ ӻԂӺ ӻԀӺ ӻӿӾ ӻӿӺ Ӿӿ ӾԂ ӿӺ ӿӻ ӿӼ ӻ,ӼӾӻ ӻ,ӿԁԁ ӻ,ԀӺԂ ԃԂӺ ӻ,ӺӿԂ

喜界島 ӻӻ ӻӻ ӻӻ Ԁ Ԁ ӿ ӿ ӿ ӿ Ԁ ӻӾԃ ӻԂԃ ӻԃӽ ӻӻԂ ӻӼԁ

徳之島 ӿԃ ӿԂ ӿԃ ӿԂ Ԁӽ Ԁ Ԃ ӻӺ ӻӺ ӻӺ ӻӽӺ ӻԀԀ ӻԀԃ ӻӺӽ ӻӻӻ

沖永良部島 ӽӻ ӽӻ ӼӾ ӼӾ ӼӼ ӻӼ ӻӼ ӻӼ ӻӼ ӻӼ ӻӺԁ ӻӽԀ ӻӽԂ ԂӾ ԃӻ

与論島 ӻӻ ӻӻ ӻӻ ӻӻ ӻӻ ӻԀ ӻԁ ӻԁ ӻԂ ӼӺ ԀԀ ԂӾ ԂԀ ӿӼ ӿԀ

注 ： 各島のレンタカーの車両数は、 奄美群島の車両数より推計

資料 ： 奄美群島の概況等

・ 国際運転免許を取得していないインウンだ
と、 レンタカーで移動ができない

・ 旅行者が増えると、 お客さまからはレンタカー
の予約ができない、 住民からはレンタカーの運
転が荒い、 という苦情がでる

・ 人手不足のため、 ２次交通を維持
するのが難しい

・ 他の地域では、 観光客がスを利
用することで地域の公共スを維
持しているところもある

策定委員会・分科会等でいただいた主なご意見
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空港や港と主な市街地を結ぶ公共スの運行状況は、 奄美大島の奄美空港〜名瀬間

では約５０本／日、 名瀬〜古仁屋間では約３０本／日のスが運行されています。 しかし、

奄美群島内でも大和村や宇検村との運行本数は少なく利便性はあまり良くありません。

喜界島や徳之島、 沖永良部島では空港や港と市街地の間に１０〜２０本／日程度の運

行がありますが、 与論島では市街地と空港や港を結ぶ公共交通が運行されていません。

各島の主要路線の公共スの平日の運行本数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（本）

資料 ： 各バス会社時刻表
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視点４　奄美群島で観光に携わる人々

観光産業で働く人

奄美群島及び各島で観光に関わる産業 （運輸業 ・ 郵便業、 宿泊業 ・ 飲食サービス業）

で働く就業人口を見ると、 奄美大島と与論島では 「宿泊業 ・ 飲食サービス業」 の割合が

他の島と比べて高くなっています。

　　　島 ・ 年別産業別就業人口の割合

　　　　　　　　　　　　　　　　　

資料 ： 国勢調査

・ 観光産業が地域を支えることが必要。 様々な
関係者が手を組むことが必要

・ 観光客に多く来ていただいて各島の事業者が
儲かるようになると、 地域が活性化して経済が
まわり、 各島で人口減少を抑制することができ
る

・ 観光は様々な産業につながるので、 奄美群島
内で情報を共有する仕組みができると良い

・ 観光産業に携わる人が安心して仕事ができれ
ば、 働く人がもっと増えるだろう

・ リゾー施設のオープンを予定しているが、 リ
ンサービスやレスランのホールスタッフを
地域で雇用したくても、 人手が見つからない

・ 観光産業として収入を増やすことは切実な願い

・ 観光は農作物の自給なども含め
てータルでとらえた方が良い
のでは

策定委員会・分科会等でいただいた主なご意見

6.5% 6.7%

7.5% 7.8%
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上記以外の第3次産業

分類不能の産業
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奄美群島の観光推進組織

奄美群島内には、 複数の観光振興を目的とする組織が存在します。 それらの組織は、

奄美群島全体から各島、 各地域等のエリアを対象に観光振興に係る実際の業務を担って

います。

奄美群島の主要な観光推進組織を以下に示します。

奄美群島内の観光推進組織

島 ・ 地域 組織団体 備考

奄美群島
（一社） 奄美群島観光物産協会

（ぐーんと奄美）

奄美大島

（一社） あまみ大島観光物産連盟
観光庁　登録観光地域づくり法人

（地域連携 DMO ※２）

奄美大島観光協会

宇検村観光物産協会

（一社） 奄美せとうち観光協会

大和村集落まるごと体験協議会

喜界島 喜界島観光物産協会

徳之島 （一社） 徳之島観光連盟

沖永良部島 （一社） おきのえらぶ島観光協会

与論島 （一社） ヨロン島観光協会

・ どの観光協会も仕事に追われている。 オンラ
インセミーの案内がきても参加できない。
仕事内容を精査し、 人材育成の時間が確保で
きると良い

・ 給料が安いので辞めてしまう人も多い

・ SNS を使った情報発信は若いスタッフが入っ
て、 やっとできている状況。 研修は必要

・ 島コーィーター同士のつながりがあると、
情報を共有できる

・ 役場の観光担当部署で情報を共有できる場が
ほとんどない。 毎年の持ち回りでも良いので、

各自治体で交流できると良い

・ 全体的な集まりで、 先進的に取組んでいる
DMO の関係者の講演や勉強会ができると良
い。 島ごとに状況が違うので、 ーマをあまり
固めずに情報を共有できたら

・ ガイが多すぎて、 初めて奄美に来る人は誰に
頼んだら良いのかが分からない

資料 ： 令和４年度奄美群島の概況

策定委員会・分科会等でいただいた主なご意見

 ※２Destination Management ／ Marketing Organization の略称。 地域の 「稼ぐ力」 を引き出すとともに地域経営の視点に立っ

て観光地域づくりの戦略を策定するとともに、 戦略を着実に実施するための調整機能を備えた法人
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奄美群島認定エコツアーガイド

奄美群島エコツーリズム推進協議会が認定しているエコツアーガイは、 奄美大島の

認定者数が最も多くなっています。また、ガイが可能な分野としては沖永良部島では「島

の森 （ケイビング）」 が最も多く島ごとの特徴が見られます。

島 ・ ガイエリア別奄美群島認定エコツアーガイ数 （Rӿ）                 　　　　　　　　　　　　　（人）

　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

奄美群島地域通訳案内士

奄美群島地域通訳案内士が扱う言語は、 英語が最も多くなっています。 また、 奄美群

島地域通訳案内士の約６割が奄美大島での登録となっています。

島 ・ 言語別奄美群島地域通訳案内士数 （Rӿ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（人）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

注 ： ガイドエリアが重複している場合も含まれる

資料 ： 奄美群島広域事務組合

注 ： 複数の言語を登録している場合も含まれる

資料 ： 奄美群島広域事務組合

54 44 43 33 44 29

4 1 6 4 3

4 11 3 15 12 12

8 10 1 2 2 2

9 1 1 9 4 10

奄美大島

喜界島

徳之島

沖永良部島

与論島

島の海
島の森

（ケイビング）

島の

川・沢・滝

島の里地 島の生物 島の

民俗・文化

島の海

74 20 2

7 6

21 2 1

11 2

10 2 1

奄美大島

喜界島

徳之島

沖永良部島

与論島

島の海 英語 中国語 韓国語
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奄美群島内の地域の人々の活動

奄美群島では、 地域に住む人たちが中心となって、 集落を案内したり、 海岸等のゴミ

拾いといった環境美化の取組を行ったリ、 集落行事や伝統文化を維持継承するための活

動に参加するといった活動が見られます。

様々な目的のもとで、 地域の多くの人たちが参加し行われている活動は、 奄美群島ら

しい観光を推進するために不可欠なものといえます。

よんよ～り喜界島のシマあるき ［喜界島］ 海謝美 （うんじゃみ） の清掃活動 ［与論島］

花徳 （けどく） 闘牛組合 ［徳之島］ 獅子舞 ［沖永良部島］

・ 島では観光に関わりのない人も多い。 エコツア
ーガイが観光客に知識を教えて住民に対する
距離感をコンロールすべき

・ 集落の観光客受入れは、 大和村のように協議
会があるとやりやすいと思うが、 組織がない集
落は難しい

・ 次に中高校生を育てたい。 将来、 子どもたち
が戻って来ると地域の担い手になる

・ 観光産業は総合産業になっている。 特別な人
材の育成だけではなく、 おばあさんや子ども
など様々な人が関わるようにす
ることが大切

・ 偶然のような必然で観光客が地
域と繋がれるような体験を作り
たい

策定委員会・分科会等でいただいた主なご意見

出典 ： （公社） 鹿児島県観光連盟、 鹿児島県、 花徳闘牛組合、 知名町
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視点５　観光と島民の暮らし

島民人口と来訪者

奄美群島の総人口は約 ӻӺ 万人強で、 奄美群島全体で人口減少と高齢化が進んでい

ます。 特に沖永良部島において、 産業の担い手である生産労働人口 （ӻӿ 〜 Ԁӿ 歳） の

減少率が他の島よりも大きくなっています。

コロ禍前後の島別３区分別人口　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（人）

資料 ： 国勢調査

・ 龍郷町以外の市町村では人口減少にある

・ 観光客に対して地元の人の抵抗感はまだ生じ
ていない。 オーーツーリズムにはなっていな
い。 今のキャ؆では現状に対してもう少し増え
てほしい

・ もう少し観光客が増加してほしいが、 大量に増
加するのはどうかと思う

・ 今がちょうど良い。 コロ禍が少し落ち着いて
今後増える可能性がありそうだが、 旅行者が
多いシーズンはそれを懸念してい
る。 観光客数に対して、 受け入れ
キャ؆がオーー気味と感じる

策定委員会・分科会等でいただいた主なご意見
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奄美群島及び各島の人口と入域客数の関係を見ると、 与論島では人口に対して入域

客数の割合が高くなっていることが分かります。

コロ禍前後の入域客数の比較　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（人）

コロ禍前後の島別人口に対する入域客数の比率

資料 ： 奄美群島の概況、 国勢調査

注 ： 比率の算出にあたっては年齢不詳も含めている

資料 ： 奄美群島の概況、 国勢調査
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島民の観光産業への意識

奄美群島の在住者及び出身者、 高校生等、 事業所を対象としたアンケー調査で、 今

後力を入れた方が良い産業について尋ねたところ、 出身者及び高校生等、 事業所にとっ

て 「観光関連産業」 への回答が最も多く、 今後の観光産業への期待が見られます。

今後力を入れたらよい産業 （在住者 ・ 出身者 ・ 事業所）

出典 ： 令和４年度奄美群島振興開発アンケート調査
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大島紬関連産業を除く）

運輸業

上記以外の漁業

林業

その他

わからない

無回答

在住者(n=1,469） 出身者(n=126） 事業所(n=504)
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今後力を入れたらよい産業 （高校生等）

資料 ： 令和４年度奄美群島振興開発アンケート調査

（n ＝ 808）

・ 奄美群島の観光の強みは 「人」 だが、 人口減
少の中で、 観光が魅力のある産業にならなけ
れば人がついてこない。 いかに高付加価値化
するのか？価格が高ければ良いだけでなくそ
れがどう地域に還元されるのか？だと思う

・ 来る人にやっては困るということを伝える人が

必要。 伝えるための仕組みや場所
が必要

・ 子どもたちに島の魅力を伝えて、
将来は島外に出たとしても、 島の
魅力を発信してもらえるようにな
ると良い

策定委員会・分科会等でいただいた主なご意見

26.1%

13.0%

8.8%

12.9%

6.1%

4.6%

4.1%

5.0%

3.8%

4.2%

0.9%

2.0%

1.5%

3.7%

1.2%

1.0%

0.4%

0.7%

0.1%

13.7%

12.5%

10.8%

7.7%

7.5%

7.8%

7.8%

5.0%

5.2%

4.3%

4.1%

2.0%

2.8%

1.6%

1.0%

0.7%

5.4%

19.1%

8.0%

7.2%

5.9%

6.7%

7.3%

5.7%

4.5%

5.2%

3.0%

5.2%

3.1%

2.7%

0.9%

1.2%

1.2%

0.2%

12.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

観光関連産業

亜熱帯気候を生かした

園芸農業（花・果樹・野菜）

大島紬関連産業

さとうきびを基幹とした農業

商業

黒糖焼酎関連産業

情報通信関連産業

畜産業を中心にした農業

養殖業

建設業

運輸業

生産者自らが地域の農林水産物を

加工・販売する６次産業化の取組

製造業 （黒糖焼酎関連産業及び

大島紬関連産業を除く）

わからない

上記以外の農業

林業

上記以外の漁業

その他

無回答
1番 2番 3番

(58.9%)

(33.5%)

(26.5%)

(26.5%)

(20.3%)

(19.7%)

(17.6%)

(14.5%)

(14.2%)

(11.5%)

(7.1%)

(7.0%)

(3.7%)

(3.7%)

(3.2%)

(2.3%)

(0.9%)

(18.4%)

(10.2%)



37

奄美群島の物流

物流の状況について、 奄美大島はコロ禍以降に移出貨物量が増加していますが、

他の島はいずれも移出貨物量が減少しています。

また、 徳之島と沖永良部島ではコロ禍前後いずれにおいても 「農水産品」 の移出

貨物量が移入貨物量を上回っていて、 農作物を島外に出荷していることが分かります。

コロ禍前後の島 ・ 年別海上移出入貨物品別数量　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（トン）

・ 物産を出荷する際の輸送費の問題が多い

・ 沖縄本島では観光客数が増え続けた結果、 観光
客の食材を県外から運ぶための片荷輸送となり、
帰りのコンに載せるものがないと輸送費が

上乗せされ、 島民の生活に影響を
受けてしまう

資料 ： 奄美群島の概況

策定委員会・分科会等でいただいた主なご意見
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農水産品 林産品 鉱産品

（石炭、砂利、リン鉱石等）

金属機械工業品

（金属製品、完成自動車等）

化学工業品

（重油、化学肥料等）

軽工業品

（砂糖、製造食品等）
雑工業品

（衣服、家具等）

特殊品

（動植物性製造飼肥料、廃棄物等）

分類不能のもの
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（２）奄美群島の観光の課題

奄美群島の観光を取り巻く状況を踏まえて、 ӿ つの視点で課題を整理しました。

視点１　奄美群島の魅力

「奄美らしさ」が伝わりにくい

奄美群島の全ての島には豊かな自然に恵まれた

環境があり、 誰もが評価しているところです。 一方

で、 それぞれの島ごとに独自の歴史や文化が育ま

れてきました。 そのため、 奄美群島全体で捉えた

時の 「奄美らしさ」 が伝わりにくくなっています。

沖縄との差別化も視野に入れながら、 奄美群島全

体としての 「奄美らしさ」 を分かりやすくすること

が重要になります。

各島の個性や魅力の情報発信が不足している

「奄美」 といえば奄美大島を最初にイメージする人

が多く、 奄美大島以外の島について取り上げられるこ

とが少ないのが現状です。 奄美群島全体だけでなく、

各島の個性や魅力が伝わる情報を発信し、 島ごとの知

名度や認知度を上げていくことが求められています。

沖縄等の隣接地域と連携した取組が進んでいない

奄美群島は、 国内有数のリゾー地である沖縄や

世界自然遺産である屋久島など日本国内の人気の

観光地に隣接しています。 しかし、 これらの地域と

連携した観光の取組はあまり進んでいないのが現状

です。島々を巡りたいと思わせる魅力的なスーリー

の設定など、 奄美群島の立地を生かした取組の展

開が期待されます。
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視点２　奄美群島の観光客

観光客の現状を正確に捉えることができていない

旅行者へのアンケー調査は継続的に行われていますが、

観光目的の旅行者数や島間の移動状況など観光客の現状を

詳細に把握することができていません。 奄美群島共通で現状

を正確に把握し、 調査結果の分析や様々な活用が求められて

います。

奄美群島にふさわしい観光の受入規模の検討ができていない

コロ禍が終息し、 日本全体はもとより世界的にも

旅行者の移動が活発化しています。 コロ禍で悪化し

た観光が回復傾向にある現状を踏まえて、 オーー

ツーリズムも想定しながら奄美群島として島ごとの方

向性も踏まえ、適正な観光の受入規模 （キャリングキャ

؆シィ） を検討することが急がれます。

インバウンド観光客への知識不足や外国語への苦手意識がある

奄美群島を訪れる観光客の主要な客層は国内客

のため、 インウン観光客や受入方法について知

識や情報の不足、 外国語への苦手意識が見られま

す。 多様なインウン観光客について奄美群島全

体で知識や情報を共有し、 奄美群島に即したイン

ウン観光の取組が求められています。

施設や人手が不足していて多様な宿泊ニーズに対応できていない

滞在スタイルの変化など宿泊ーズが多様

化し、それに対応する施設が求められています。

しかし、 高齢化等による人手不足で既存施設の

経営維持が困難であったり、 新たな施設整備が

難しいところもあります。 自然環境との共存や

人手の確保など地域の実情を踏まえたうえで、

多様な宿泊施設を確保する必要があります。
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視点３　奄美群島内外への移動と群島内での移動

島から島への移動がしづらい

奄美群島内の島の移動にもかかわらず、 現状では鹿児島

空港が拠点となっています。 また、 航空運賃が高いため、

観光客が複数の島を移動することが難しく、 住んでいる島以

外を訪れたことのない島民も少なくありません。 観光客や島

民が奄美群島全体の魅力を体験できるように、 島間の交通

手段の確保が重要となります。

島内での交通手段の選択肢が少ない

観光客が島内を移動する際、 レンタカーの利用が多く

見られます。 その他の交通手段として、 タクシーは運転

手や車両が減少し、 スについても人手不足等により運

行本数が少なく路線が複雑なため観光客にとっては利用

しづらいものになっています。 観光客だけでなく島民の

日常生活の利便性を維持するためにも、 島内の交通手

段を維持 ・ 確保する必要があります。

沖縄等の隣接地域と奄美群島をつなぐ交通手段が少ない

奄美群島と沖縄を移動するには飛行機とフェリー

を利用することができますが、 空路は運行路線や便

数が少なく、 海路は移動時間や天候の影響といった

課題を抱えています。 屋久島については、 さらに直

接移動することが困難な状況です。 隣接地域との連

携を進めるためにも、 交通手段の確保は重要となり

ます。

視点４　奄美群島で観光に携わる人々

観光産業を総合産業として捉える必要がある

奄美群島では、 観光産業が今後を担う産業として発展が

期待されています。 宿泊業や飲食サービス業のみを観光産

業として捉えるのではなく、 群島全体の経済発展を目指し

て農業や畜産業などの既存の主要産業も含めた総合産業と

して捉える必要があります。
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観光産業に携わる人の暮らしを安定させる必要がある

観光従事者の収入が低い場合が多いことから、 経営の効

率化などにより従業員の十分な収入を確保することで雇用の

安定を図り、 人手不足を解消する必要があります。 将来的に

は、 奄美群島の人口減少の抑制にもつながります。

観光に関わる人々の連携が不足している

観光推進組織だけなく、 観光事業者や観光ガイ、 自

治体の観光担当といった日常的に観光に関わる人々の情

報共有があまりされていない状況です。 関係者間の連携

に向けて、 定期的な情報共有の場や仕組みづくりが求めら

れています。

地域全体で観光の担い手になることが求められている

奄美群島の地域資源には、 島民の人の魅力や

集落の生活文化も含まれています。 観光産業に

関わる人だけでなく、 子どもからお年寄りまで島

民全員が島の魅力を伝える観光の担い手である

という意識を持つことが大切です。

視点５　観光と島民の暮らし

観光需要と島民の生活とのバランスを守る必要がある

奄美群島への注目度が高まっている中、 コロ

、禍の終息で 観光客のさらなる増加が予想さ

れます。 島民の日常生活が圧迫されないように、

地域の受入能力をしっかりと見極め、 観光需要

と島民の生活のランスを守る必要があります。
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